
す べ て の 人 々 と

す べ て の 人 々 が

“ ま ち ” づ く り

シミズの次世代まちづくり



まちは誰のものか

まちは何のためにあるのか

まちはどう変わっていくのか

いま、まちは「暮らす・働く・学ぶ・遊ぶ」場所という役割だけでなく、

多様な価値を生み出す “まち” へ進化しつつあると考えます。

コネクテッド技術とAI を活用し、生活をもっと安心・安全そして便利に。

高齢者や障がい者を含め、すべての人々に寄り添い、自由を、平等を支える存在に。

そして新しい産業やサービス、文化・情報を創出する拠点に。

私たち清水建設グループが想う “まち” …それは、

“まち” に暮らす・働く・学ぶ・遊ぶ…すべての人々とめざす

すべての人々が活きる “まち”

すべての人々が活躍する、躍動する舞台 (ステージ )としての “まち”

そして、すべての人々とともに成長する “まち”

さぁ。
ご一緒に、次世代の “まち” を考えてみませんか ?

シミズの次世代まちづくり  基本方針

す べ て の 人 々 と

す べ て の 人 々 が

“ ま ち ” づ く り

「次世代のまち」を共創する

急速に進行する少子高齢化、災害の激甚化、感染症対策等の切迫した課題に直面し、
各地で都市の生き残りを賭けた様々な取り組みが検討されています。
また、オンライン、リモートワークといったDX（デジタルトランスフォーメーション）
が浸透していくなかで、変化に適応していく「まち」と適応できず衰退していく「まち」
の二極化がますます顕著になっていくでしょう。

いま「まち」は大きな変革期にあります。

2021年 4月、清水建設は「新しい時代」に向けて、“次世代のまちづくり” をテーマと
した専門部隊『スマートシティ推進室』を発足させました。
「まち」の変革期において、自治体や企業、そして地域の人々と共に「まち」のあるべ
き姿を考え、話し合い、課題を解決しながら、その時代、その地にふさわしい魅力の
向上と地域活性化を目指します。
その先行的な取り組みとして、現在、東京都江東区の豊洲エリアにて、新たなまちづ
くりを推進しています。

しかしながら、この取り組みはまだまだ始まったばかり。
ぜひ、皆さまと共に新しい “まち” の在り方、可能性を追求していきたいと考えており
ます。

2021 年 9月
清水建設株式会社　スマートシティ推進室
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都市 OS プラットホーム

人流情報

自動運転車

運行情報

購買情報

ログ情報
天気情報

建設・アップデート
Building & Update

連携・管理
Network & Management

企画・デザイン
Planning & Designing

チーム編成
Team formation

問題共有
Issue sharing

スマートシティ   推進室

クルマやスマホが持続的に

バージョンアップされるように、

“まち” も人々の生活や社会の変化に対応して、

柔軟にアップデートできないか ?

計画段階からまちの運営まで、
あらゆる段階でまちづくりを
サポートします。

戦 略

課題発見、組織づくり、都市計画から、設計・施工、
まちの運営サービスの共創パートナーとして貢献いた
します。また、住民・行政・企業・学識者と、目指す
まちづくりのイメージを共有し、誰もが活躍できるま
ちを共創してまいります。
スマートシティ推進室は全社横断組織として、各部門
の専門知識を集約し、皆様と共にまちづくりに取り組
みます。

さまざまな専門知識の結集により、
新しい発想で次世代のまちづくりの
具体化に貢献します。

戦 略

200年以上にわたり地域に根差し、建設事業に携わっ
てきた清水建設は、47都道府県に営業所を設け、地域
の課題発見から、課題解決に向けた組織づくりに貢
献いたします。
35 年以上にわたり豊洲エリアで培った地域住民・
学識者・行政・地域企業との連携のノウハウやネット
ワークを活かして、新たなまちづくりを目指します。

オープンなプラットフォーム技術で
建物に関わる様々なデータを活用し、
新たなサービスを創造します。

パソコンやスマートフォンが OS のバージョンアップ
で機能や使い勝手が向上するように、建物も OS を
アップデートすることで機能を向上させ、進化させる
ことができます。
清水建設の建物 OS（DX-Core）は、あらゆる建築
設備機器の制御やスマートフォンアプリ、サイネージ
等を OS 上で連携させることにより、メーカーやベ
ンダーを問わず、建物機能（新しい技術やサービス、
ソフトウェア）のアップデートが可能です。さらに、
まち全体をマネジメントする都市 OS とデータ連携
することで、まちとともに進化し続ける建物が実現
します。

戦 略

都市 OS を活用し、
都市マネジメントの視点で
ひと中心のまちづくりを支援します。

建物OSで収集したデータは都市OSへ連携。バーチャ
ルなシミュレーションを経て、リアルなまちのサービス
を創出します。さらに、自治体情報や交通気象等の
広域情報等と連携することで、広域のサービスや防災
対策等も実現します。
清水建設は都市 OS データ連携基盤の構築経験を活か
し、まちをアップデートし続けます。

戦 略

シミズの次世代まちづくり  戦略ポイント

TEAM SHIMZ

サービスアプリ例

入出力デバイス

企業
行政

学識者
市民

建築設備
ロボット

監視カメラ

サイネージ入退室管理

スマホセキュリティ

不審者検知 ロボット・建築設備連携 空調・照明制御

エネルギー管理

災害時避難誘導

自治体連携

運送管理広域案内
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2 つの視点が “まち” の 個性と魅力と強さを創り出す。

シミズの次世代まちづくり  具体的展開イメージ

建物やまちからの CO₂排出を削減し、「スマートエネルギーマネジメント」「安全な水素貯蔵による災害
時のエネルギー供給」などの最先端技術を駆使して、環境にやさしく災害に強い次世代のまちづくりを進め
ます。

スタートアップ企業と連携し、データを活用した飲食や物販、イベントなどの多様なサービスを展開する
とともに、地域資源とのコラボなども積極的に推進して、地域のにぎわいづくりに貢献します。

交通・物流

観光・地域活性化

生活・健康

環境・安全・エネルギー

すべての人々と すべての人々が

エレベータ連動

送迎サービス

自動ドア連動

館内地図配信
配送サービス

案内サービス

目的地・建物情報の配信 エントランスでの車両の誘導

駐車場への誘導自動駐車

信号機との連動

既存の公共交通に加えてパーソナルモビリティ等の小型モビリティを導入し、建物やまちのデバイスと
連携。すべての人が容易に移動でき、より多様でフレキシブルなモビリティサービスが提供されるシー
ムレスなまちづくりを進めます。

まち、建物の中でよりアクティブに活動できる環境やサービスを提供し、誰もがいきいきと健康に生活
できるウェルネスなまちづくりに貢献します。

* レジリエントなまち：リスクや危機を乗り越える力のある「強靱な」まち

“一人ひとりが健康でいきいきと活躍できるウェルネスなまち”

“リアルタイムでつながる魅力あふれるまち”“環境にやさしく、災害に強いレジリエントなまち*”

“すべての人やモビリティがシームレスに移動できるまち”

街の各所の空き状況を検知 ポータルサイトに集約して表示

スマホサイトに連携

ボタン/カメラ検知1 WEB待ち行列2

空き

やや混雑

満席

空き状況を確認し、
安心して来店

各施設・店舗のリアルタイム混雑＆コロナ対策状況を一括配信
お店とユーザーの

”

安心・安全” な利用をサポート

読み取り
鮪
ARマーカー

スマートフォンをかざすと
魚が動き回っている

登録

LINE オープンチャット

訓練 2 避難支援

ハザードマップと
融合避難方法・避難所選択

避難所状況確認

避難所の早期開設

避難所の密状況把握

訓練１ 安否登録

安否・建物被災の登録

全体登録情報の確認

帰宅困難者の早期把握

被災情報登録訓練3

被災状況・場所の登録

全体登録情報の確認

リアルタイムの
被災状況早期把握

省・創・蓄エネルギーによる脱炭素のまちづくり 災害時フード支援

パーソナルモビリティ導入 ICT 活用によるモビリティとまち・建物の連携 音声ナビゲーション ウォーカブルな空間づくり 風・光を感じるワークスペース

地域資源を活用したスマート観光

スマート防災訓練

賑わいへのMaaS* 導入

混雑配信サービス

太陽光発電 太陽光発電電力を直接利用

※国立研究開発法人産業技術総合研究所
　との共同開発

建物付帯型水素エネルギー利用システム
「Hydro Q-BiC®*」

水素電解装置

水素製造

水素貯蔵設備

水素貯蔵

燃料電池

発 電

蓄電池

通常時

平日の電力
ピークカット
などに利用

停電時

非常時の電力
供給（BCP電源）
として活用

電力不足を
電力会社
より受電

休日などの
余剰電力を
蓄電

*MaaS：Mobility as a Service
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様々な人・技術が交差する

”CROSS POINT”

交通結節・賑わい・情報発信・防災の各機能を備えた日本初の「都市型道の駅」
多様な企業とのコラボレーションによる新規サービスの検証・実装のステージへ

豊洲スマートシティの実現に向けて

新交通ゆりかもめ「市場前」駅から豊洲ぐるり公園・晴海運河に至る歩行者空間が、交通
広場の上を覆う約 1,700 ㎡もの大規模オープンスペースと一体となり、来街者の憩い・交
流の場に。スマートシティを体感するメインステージです。
また、交通広場を中心として、多様な交通モビリティのスムーズな乗り換えが可能な交通
結節点となります。

豊洲エリアは、2019 年 5 月に国土交通省スマートシティモデ
ル事業において先行モデルプロジェクトに選定され、同年 11
月に「豊洲スマートシティ連絡会」「豊洲スマートシティ推進
協議会」が設立されました。清水建設は幹事企業の１社として、
地方公共団体や豊洲関連企業、技術提供企業と連携しながら、
まちの課題解決に向けた取り組みの検討を進めています。
住民やワーカー、来街者など多様なステークホルダーが存在し、
成長途上にある豊洲エリアにおいて、先進的技術と都市 OS の
活用により様々な分野でサービス・ソリューションを提供。個々
人のニーズ充足と満足度向上、まちの課題解決を図るとともに、
多様な施設・個人が共存・共栄する「ミクストユース型未来都市」
の実現を目指します。

リアル空間とデジタル空間を融合させた新たな建物サービスを
提供。最先端 ICT を活用した新規サービス事業の実証実装の場
です。多様な企業・大学やスタートアップ企業との協業＝オー
プンイノベーションにより豊洲エリアを起点としたシミズの
「次世代まちづくり」を展開していきます。

豊洲スマートシティを先導する舞台

駐車場（156台）
タクシー乗降場

ゆりかもめ「市場前」駅

駐車場（100台）

シェアサイクル（25台）

待合施設・にぎわい

交通広場
東京BRT（晴海・豊洲ルート）

空港直結高速バス

東京BRT（幹線ルート）

デッキ
自動運転車停車スポット

カーリフト
１階からデッキレベル間を
自由に移動

船着き場

豊洲市場
選手村

有明アリーナ

有明体操競技場

有明アーバン
スポーツパーク

豊洲市場
豊洲市場

環状二号線

豊洲駅

東京駅 （豊洲スマートシティ推進協議会）

有明通り

市場前駅

豊洲スマートシティ対象区域


